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・研修計画を円滑に運用できるよう部署管理者や実施指導者を始め、部署内のスタッ

フに説明する能力 

・新人看護職員研修に関係するすべてのスタッフと適切な関係性を築くコミュニケー

ション能力 

・新人看護職員の臨床実践能力の修得状況、新人看護職員の置かれている状況を把握

した上で、実地指導者の指導上の問題を一緒に解決する能力 

 

以下の内容を学習し、役割を遂行できる能力を身につけていることが必要である。 

①知識  

・新人看護職員をめぐる現状と課題 

・新人看護職員研修体制と研修計画 

・新人看護職員研修における教育担当者の役割 

・新人看護職員の受けた看護基礎教育の内容と到達目標及びその到達度 

・「新人看護職員研修ガイドライン」 

・新人看護職員研修を通しての臨床実践能力の構造 

（新人看護職員の指導に当たって、到達目標で示した「基本姿勢と態度」、「技術的側

面」、「管理的側面」は、3つの目標が互いに関連しあい、統合されて初めて臨床実銭

能力が向上するということを理解する。） 

・成人学習者の特徴と教育方法 

・指導方法や教育的関わり方 

・実地指導者が経験しやすい新人看護職員研修における指導上の問題や困難とその不

安・負担感を軽減する解決方法 

・評価の考え方とその方法、及びフィードバック方法 

 

②技術 

・具体的な指導方法や評価する技術 

・年間研修計画、個別の研修計画を立案する技術  

・一人ひとりの臨床実践能力にあった指導をする技術 

・新人看護職員を育てる組織風土づくりができる技術 

・問題解決技法 

・円滑な人間関係の構築のため調整やコミュニケーション技術 

 

③ 姿勢・態度 

・相手を尊重した態度で指導する 

・一緒にどうしたらよいのか考える 

・新人看護職員の自立を支援するように、認めていることを伝え励ます 

・新人看護職員、実地指導者および部署の所属長と良好な関係を築くことができる 

  

 

３.教育担当者研修プログラムの例（表 11） 

教育担当者研修プログラムの例を紹介する。ここで示す研修内容はすべて行わなければ

ならないものではなく、各施設の特性に合わせて内容や方法、時間数を自由にアレンジす

る。また、自施設で行うほか、他施設との共同開催や活用、都道府県・関係団体等が実施

する研修を活用することも有効である。 

なお、この例においては、対象者は実地指導者研修を既に受け、実地指導者としての経

験がある者としているため、必要があれば実地指導者研修の内容を追加することを前提と

し作成している。 
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表 11 教育担当者研修プログラムの例 

 
 

 

 

Ⅴ.研修計画、研修体制等の評価 

新人看護職員研修、実地指導者及び教育担当者の研修終了時の評価だけではなく、研

修終了後、実践の場での事後評価を行うことによって、研修の内容や方法について見直

し、研修計画の修正や翌年の研修計画の策定に役立てる。 

 

１.研修終了時の評価 

研修終了時の評価は、研修の評価として研修プログラムの妥当性や適切性を確認し、

研修プログラムの目標の達成度を判断するものである。基本的に評価は、研修に関わる

すべての人が評価対象になる。 

 

①研修における目標、内容、方法、研修体制、講師、教材の適切さ、研修の開催時期、

時間、場所、評価時期、経費の適切さなどの研修の企画・運営の評価 

②新人看護職員の到達目標の達成度 

③研修参加者の研修達成感や満足度の評価 

などを行う。 

 

２. 研修終了後、実践の場での事後評価 

研修の成果として実務における新人看護職員の役割遂行の状況を評価する。 

①新人看護職員の実務を通して、研修内容について、その重要性及び実用性、さらに

深めたかった内容、研修内容にはなかったが新たに取り上げて欲しい内容など研修

の企画・運営の評価 

②新人看護職員の自己評価・他者評価による成果の評価 

③新人看護職員の事後評価と関連付けて、実地指導者及び教育担当者の育成や施設の

研修体制の評価 

などを行う。 

 

研修前期 研修後期 
6 時間 6 時間 1 時間×6 回 

1.新人看護職員研修における 
教育担当者の役割 

講義 
演習 

・教育担当者に対する期待 
・新人看護職員研修ガイドライン 

2.到達目標の理解と設定 講義 
演習 

・組織の理念と人材育成の考え方 
・自施設における新人看護職員 
 研修の到達目標の設定 

3.教育に関する知識 講義 
・カリキュラム，教育方法，教育 
 評価など年間教育の立案に 
 必要な知識 

4.課題と解決策の検討 演習 
・自身の経験に基づく新人看護 
 師・実地指導者・教育システム 
 に関する課題の明確化と解決 
 策の検討 
・現教育担当者との意見交換 

・実施状況の報告 
・課題の共有と解決策の検討 

5.年間教育計画の立案 
演習 ・自部署の年間教育計画 

 の立案 ・計画の見直し 

 ※前年度：教育担当者としての役割を担う年度が始まる前の年度 

※ 
研修項目 方法 

前年度 4 月･5 月･6 月･7 月 

9 月･11 月 
1～3 月 
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３. 評価の活用 

新人看護職員研修は、各医療機関の理念に基づき設計されている。上記 1,2 の新人看

護職員研修の評価を通じて、研修の理念、基本方針が適切であったか、各医療機関の目

標達成に貢献しているかなどを評価し、組織運営にフィードバックすることにより活用

する。 

 


























